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紙幅の関係で本文中に掲載できなかったものを「補遺」として記載した。

補遺目次

1　Ｃ面石材間の詰石などの特徴

2　Ｅ面被災前の状況について

3　Ｅ北面の石積み復旧状況

4　Ｉ面石材の再加工

5　（参考）ＣＤ面前面の確認調査

6　（参考）市道擁壁工事について

7　本丸北西石垣の修築の経過（案）



1　C面石材間の詰石などの特徴

　C 面解体時に、石材間の間詰めなどを観察した。

（1）天端付近の状況

第 1-1 図　C-75 解体前 第 1-2 図　C-75 解体後
大き目の玉石・木端石を詰める

（2）BC角部付近

　BC 角部付近では、石材間に木端石が多用される。

第 1-3 図　C-395 解体後
角石 BC-5 の段

第 1-5 図　C-726 解体後
角石 BC-8 の段

C-532

C-726

C-395

C-75

第 1-4 図　C-532 解体後
角石 BC-7 の段

第 1-6 図



第 1-8 図　C-587 解体後
石の下に大き目の玉石

第 1-7 図　C-587 解体前

第 1-9 図　C-664 解体前 第 1-10 図　C-664 解体後
石の下に大き目の玉石

第 1-11 図　C-668 解体前 第 1-12 図　C-668 解体後
木端石を敷く

（3）南部

　石材間には主として玉石が粗雑に配されるが、木端石を詰める箇所もある。



第 1-16 図　C-724 解体後
角石 BC-8 の段、石の間に黒色土が堆積している

第 1-13 図　C-760 解体前 第 1-14 図　C-760 解体後
大き目の玉石を使用

第 1-15 図　C-507・508 間
木端石が詰められる

C-507
C-508

C-507C-508

C-664
C-668C-760

C-587

C-724

第 1-17 図



（4）北部（崩落部の下部）

　崩落部の下部では、石材間は主として大き目の玉石や木端石が粗く配される。また、土の流入が多い。

第 1-18 図　C-904 解体後
木端石を使用

第 1-19 図　C-903 解体後
玉石を使用

第 1-20 図　C-912 解体後
詰石がほとんどなく土が流入

第 1-21 図　C-913 解体前
石の下が空いている

C-941C-912 C-913C-903 C-904

第 1-22 図



第 1-23 図　C-913 解体後 第 1-24 図　C-941 解体前
下段の切石とは形状の異なる石材

第 1-25 図　C-941 解体前
前にせり出している

第 1-26 図　C-941 解体後
土が多量に流入している



（5）崩落部の縁辺

　間詰めが抜け落ちて空隙がある箇所がある。

第 1-27 図　C-436 解体後
間詰めがほとんど抜け落ちている

C-482

C-483

第 1-28 図　C-563 解体前
前のめりの石の下に大き目の玉石、地震動で移動か？

C-563

第 1-29 図　C-714 付近解体前 第 1-30 図　C-714 付近解体前
上下の控え長のバランスが悪いが崩落をかろうじて免れた

C-715
C-714

C-714

C-714

C-715

C-436

C-563

第 1-31 図



2　E 面の被災前の状況について

　Ｅ面は、被災前にレーザー測量を実施していた。ただ、石垣面の清掃は行わずに測量したため、植物に覆われ多

部分の石積みの様相は図化していない。しかし、石垣全体の勾配や通りについては確認できるため、今回の復旧に

あたっては、被災前の記録に基づき、解体前の測量成果や現況を踏まえて勾配や通りを設定した。

　Ｅ面は切石等を使用する部分と、割り石等を使用する部分に大別される。前者は矩勾配であり、隅角部付近と石

積み変換部付近では勾配が異なる。後者は、石積みの中段付近で勾配が変化する。天端付近の通りは、石積み変換

部で「く」字状に折れている。これは、切石等部分の勾配が割石等部分の勾配より急である結果生じたものとみら

れる。

第 2-1 図　Ｅ面被災前測量図

勾配が上下で異なる矩勾配

切石等を使用

（空白部は草に覆われ図化できず）

割り石等を使用 立面図

縦断図

横断図
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3　E 北面の石積み復旧状況

　崩落部分の石積みは被災前写真に基づき元の位置に戻すようにした。しかし、被災前写真でも草の陰でよく見え

ない範囲は、崩落している位置から元の場所を推定して積み上げた。

被災前写真からは元の場所が分からなかった主な範囲

第 3-1 図　E北面石積み後
○と□は下写真に対応

第 3-2 図　E北面被災前（1）
第 3-3 図　E北面被災前（2）



第 4-2 図　I-11 再加工前
幅が詰まり、石が入らない状態

4　I 面石材の再加工

　修復の過程で、上段の幅が詰まり、石材が入らなくなった。原因は、Ｉ面全

体に変形が生じているが、今回は隅角部付近だけ元の勾配に戻しているため、

変形部分との境に不具合が生じたものとみられる。今回は、一部の石材の幅を

狭く加工して配置したが、将来、再度修復する際には、逆に下降した部分に隙

間が開くことになる。

第 4-1 図　I 面再加工石材の位置

I-11 I-15

I-18

I-23

第 4-3 図　I-11 再加工状況
左：再加工前　　右：再加工後

第 4-4 図　I-11 設置状況 第 4-5 図　I-11 設置状況

第 4-6 図　I-15 再加工状況
左：再加工前　　右：再加工後

第 4-7 図　I-18 再加工状況
左：再加工前　　右：再加工後



第 4-8 図　I-23 再加工状況
左：再加工前　　右：再加工後
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X=-193,950
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H23-2T

第 5-1 図　トレンチ位置図（１/1000）
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第 5-3 図　H23-1 トレンチ断面図

大別層 細別層 土色 土性 備考

前Ⅰ層
1a コンクリート
1b 砕石

擁壁掘方 2 褐色 10YR4/4 砂質シルト 表示の土の他、数層に分層される、径 3 ～ 15 ㎝の礫が多く混じる

前Ⅱ層

3 黄褐色 10YR5/6 粘土質シルト 明黄褐色土ブロックが多く混じる、径 3 ㎝以下の礫が多く混じる
4 にぶい黄褐色 10YR5/4 粘土質シルト 灰白色粘土粒が多く混じる、径 5 ㎝以下の礫が多く混じる
5 黄褐色 10YR5/6 粘土質シルト 径 10 ㎝以下の礫が多く混じる
6 灰黄褐色 10YR5/2 粘土質シルト 径 5 ㎝以下の礫が混じる
7 にぶい黄橙色 10YR6/4 粘土質シルト 径 5 ㎝以下の礫が混じる
8 灰黄褐色 10YR5/2 粘土質シルト 径 5 ㎝以下の礫が混じる

前Ⅲ層 9 褐灰色 10YR4/1 粘土質シルト にぶい黄橙色（10YR7/3）土ブロックがわずかに混じる
前Ⅵ層 10 灰白色 10YR8/2 軟岩 上部は風化し、岩のブロック間ににぶい黄橙色（10YR6/3）土が混じる

第 5-2 図　H23-1 トレンチ平面図

０ ２ｍ

（1/50）

5　（参考）CD面前面の確認調査

　地震により市道の擁壁に被害が生じたため、既存擁壁の掘り方範

囲の確認のため、道路敷２か所でトレンチ調査を行った（配置図の

H23-1・2 トレンチ）。また、震災前に、市道拡幅の可能性を検討

するために遺構確認調査を実施している。

　基本層序は、前Ⅰ層：道路構造材、前Ⅱ層：盛土層（近現代）、

前Ⅲ層：旧表土層、前Ⅳ層：盛土層（近世）、前Ⅴ層：地山の大別

される。

　調査では市道下には厚く盛土が施され、その下に盛土直前の旧表

土層が確認された。CD 角部基部トレンチの状況と同様であり、旧

表土層の標高も近似している。前Ⅱ層の盛土は、昭和 10 年代の施

工と考えられ、近世期の地面は現状より低かったと考えられる。



第 5-4 図　H23-1 トレンチ全景 第 5-5 図　H23-1 トレンチ断面

第 5-6 図　H23-1 トレンチ断面上部 第 5-7 図　H23-1 トレンチ断面下部
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1b
1b

2
34

56
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9
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111m

110m

112m

第 5-9 図　H23-2 トレンチ断面図

第 5-8 図　H23-2 トレンチ平面図

０ ２ｍ

（1/50）



大別層 細別層 土色 土性 備考

前Ⅰ層

1a コンクリート
1b 砕石

2
にぶい黄橙色 10YR7/4 粘土質シルト

これらの土層と炭層が重なり谷側へ傾斜にぶい黄橙色 10YR7/3 砂質シルト
灰黄褐色 10YR6/2 砂質シルト

前Ⅱ層

3 にぶい黄橙色 10YR6/3 粘土質シルト 径 10 ㎝程の礫が混じる
4 にぶい黄褐色 10YR5/4 粘土質シルト 径 5 ㎝程の礫が混じる
5 にぶい黄橙色 10YR7/4 粘土質シルト 径 5 ㎝程の礫が混じる
6 黄褐色 10YR5/6 粘土質シルト 径 5 ㎝程の礫が混じる
7 にぶい黄橙色 10YR6/4 粘土質シルト 灰白色（10YR8/2）土、褐色（10YR4/4）土ブロックが混じる、径 5 ㎝以下の

礫が混じる
8 褐色 10YR4/4 粘土質シルト にぶい黄橙色土ブロックが混じる、径 5 ㎝以下の礫が混じる

前Ⅲ層 9 褐灰色 10YR5/1 粘土質シルト 径 3 ㎝程の礫が少量混じる、層上面に酸化鉄が集積
前Ⅵ層 10 灰白色 10YR8/2 軟岩 層上部 5 ㎝程がグライ化

第 5-10 図　H23-2 トレンチ全景 第 5-11 図　H23-2 トレンチ断面

第 5-12 図　H23-2 トレンチ断面上部 第 5-13 図　H23-2 トレンチ断面下部

第 5-14 図　H23-2 トレンチ断面 第 5-15 図　H23-1・2 トレンチ全景（南西から）



6　（参考）市道擁壁工事について

　被災した２か所の市道擁壁（Ｅ～Ｇ面前面、ＣＤ角部前面）の修復を行った。その際に、法面に４～ 6.5 ｍのア

ンカーを打ち込んでいる。擁壁修復の為の施工であるが、崩落した石垣部の地盤補強としても有効と考えられる。

第 6-1 図　工事平面図（1）

第 6-2 図　工事平面図（2）

Ｅ面

Ｆ面Ｇ面

Ｃ面

Ｄ面



第 6-3 図　工事断面図



7　本丸北西石垣の修築の経過（案）

　石垣修築の経過について、石積みの様相や修復窺などにより、下図のような経過が想定される。ただ、修復窺は

寛文 8 年以外は文献のみであり、修復範囲がしぼりこめず、おおむねの範囲を示している。今後とも、検討が必

要である。

第 7-1 図　正保絵図段階

・正保 2年（1645）

・元和 2年（1616）地震以後の

修築に伴う形状と考えられる。

第 7-2 図　正保 3年（1646）地震

修復
第 7-3 図　寛文 8年（1668）地震

修復

・切石布積み

第 7-4 図　宝永 7年（1710）・享保

2年（1717）・元文元年（1736）地

震修復

・ＦＧＨ面では縦長石材を配置

第 7-5 図　昭和 14 ～ 17 年

（1939 ～ 42）修復

・朱書番号

第 7-6 図　昭和 53 年（1978）

宮城県沖地震・平成 23 年（2011）

東日本大震災で崩落



中門北石垣

遺物 
番号

出土位置
分類

法量 (mm) 重さ 
(g)

備考 図
区 石垣 遺構・層位 A Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

0066
A 面前
面

Ⅲ a 層 B (155) 38 10 - - 93.9 48

0220 B 面 B-214 の下 (60.0) 20.5 5.0 - - 20.7

0065 C 面
キ -C-131 の

上
B (141) 49 7 - - 83.2 49

9086 出土地不明 D 135.5 25.0 9.5 - - 185.7



本丸北西石垣

遺物 
番号

出土位置
分類

法量 (mm) 重さ 
(g)

備考 図
区 石垣 遺構・層位 A Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ a c

0013 2 表土 B 48 121 8.7 125 9 51 9.1 67.3 293

0458 BC 角 BC-004 上 ( 北 ) A (107.0) (49.0) (27.0) - (38.0) - - 594.7 304

0464 BC 角 BC-004 上（南） A 84.0 58.5 28.0 1.0 51.0 - - 318.2 305

0463 B 面 B-024 の上 A 99.5 51.0 28.0 6.0 16.0 - - 476.5 未接合 303

0460 C 面 BC-005 上 ( 南 ) A 88.0 56.5 24.0 10.5 39.5 - - 680
No.461 と接
着した状態で
出土

0461 C 面 BC-005 上 ( 南 ) A 59.0 (32.0) 17.0 5.0 (42.0) - - 0
No.460 と接
着した状態で
出土

0462 C 面 BC-005 上（北） B - - - - - - - 86.8 未接合

1346 C 面
C-801 と CD-005 の

間
D ？ 105.5 18.0 15.5 - - - - 130.8 311

1544 C 面 BC-006 の上 A (92.0) (56.0) 31.0 (12.0) (40.0) - - 573.4 306

1545 C 面 C-440 の上　（東） A 85.0 63.5 34.0 1.5 49.0 - - 790 307

1546 C 面 C-440 の上　（西） A 74.0 45.0 7.5 6.5 16.0 - - 211.6 308

1551 C 面 CD-006・C-802 間 D ？ 112.0 21.0 14.0 - - - - 129.6 312

1552 C 面
C-802 上　（崩落部

側）
D ？ 126.5 23.5 15.5 - - - - 160.7 309

1563 C 面 C-806 の上 D　 133.5 22.0 13.0 - - - - 185.3 310

1345 D 面 CD-005 の上 D ？ 115.0 21.5 15.0 - - - - 171.4 313

1553 D 面 D-240 上 D ？ 99.0 18.0 13.5 - - - - 94.3 318

1554 D 面 D-238 上（南側） 不明 (69.0) 16.0 9.0 - - - - 17.5

1555 D 面 D-238 上（南側） C　 72.5 15.0 7.0 - - - - 20.1 316

1556 D 面 D-238 上（北側） C　 89.0 13.0 11.0 - - - - 39 317

1561 D 面 D-287 上 D ？ 89.0 21.0 13.0 - - - - 123.3 320

1562 D 面 D-286 の上 D ？ 120.0 20.0 14.0 - - - - 141.4 319

1564 D 面 CD-007 の上 D ？ 112.5 20.0 13.5 - - - - 109 314

1565 D 面 CD-007 の上 C　 108.0 16.0 11.0 - - - - 73.6 315

0459 F 面
F-045 の後 (栗石

中 )
A 103.0 51.0 25.5 12.5 65.0 - - 822.2 321

0465 F 面 F-045 の後（栗石中） A (118.0) 57.5 25.0 (7.5) (42.0) - - 661.3 322

1302 F 面
EF-008 の下 F-198

後（北）
不明 83.0 17.0 9.5 - - - - 14.2

1303 F 面
EF-008 の下 F-198

後（南）
不明 - - - - - - - 100.4

未接合　細か
く砕けている

1304 F 面 EF-009 の上（西） 不明 (36.0) 17.0 5.0 - - - - 6.7

1306 F 面 EF-009 の上（東） A (74.5) (29.5) (19.0) (13.0) (38.0) - - 253.2
No.1307 と接
合

1307 F 面 EF-009 の上（東） A - - - - - - - 0
No.1306 と接
合

0395 GH 角 GH-004 の側面 D　 138.0 25.0 9.5 - - - - 150.3 355

0380 GH 角 GH-008 の上 E 137.0 25.0 9.5 - - - - 174.2 356

0438 GH 角 GH-003 の上 D 137.0 24.5 9.5 - - - - 105.9

0483 GH 角 GH-007 の上から D 139.0 25.0 9.0 - - - - 153.1

0433 GK 角 GK-002 の上 E 134.0 22.5 9.5 - - - - 172.4

0434 GK 角 GK-002 の上 D 139.0 25.0 9.5 - - - - 211.6

0375 G 面 G-319 の上 D　 139.5 25.0 9.5 - - - - 181.5 323

0377 G 面 G-299 の上 D 138.0 25.0 9.5 - - - - 173.5

0378 G 面 G-285 の上 D 138.0 25.0 10.0 - - - - 213

0379 G 面
GH-007 と G-289 の

間
D　 137.0 24.5 9.5 - - - - 204.9 354

0384 G 面 GH-006 の上 D 136.5 25.0 9.5 - - - - 161.2

0396 G 面 G-358 の上 D 137.0 25.0 9.5 - - - - 205.9

0397 G 面 G-358 の上 D　 136.0 24.5 9.5 - - - - 210.8 346

0398 G 面 G-359 の上 D　 138.0 25.5 9.5 - - - - 204 347

0399 G 面 G-169 の上 D　 138.0 25.0 9.0 - - - - 201.1 329

0400 G 面 G-120 の上 D　 136.0 25.0 9.5 - - - - 211 326

0401 G 面 G-359 の上 D　 139.0 25.0 9.5 - - - - 211.8 348



遺物 
番号

出土位置
分類

法量 (mm) 重さ 
(g)

備考 図
区 石垣 遺構・層位 A Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ a c

0402 G 面 G-356 の上 D 140.0 25.0 9.5 - - - - 167

0403 G 面 G-163 の上 D 139.0 25.0 9.5 - - - - 185.3

0404 G 面 G-118 の上 D 137.0 25.5 9.5 - - - - 215.8

0405 G 面 G-128 の上 D　 138.0 25.0 9.5 - - - - 189.2 327

0409 G 面 G-171 の上 D　 139.0 25.0 9.0 - - - - 197.1 330

0410 G 面 G-232 の上 D　 138.0 24.5 9.5 - - - - 220.7 335

0411 G 面 G-232 の上 D 138.0 26.0 10.0 - - - - 182.4

0412 G 面 G-207 の上 D 138.0 25.0 9.5 - - - - 195.6

0413 G 面 G-206 の左上 D 137.0 25.0 9.5 - - - - 206.8

0414 G 面 G-206 の左上 D 138.0 25.0 9.5 - - - - 214

0415 G 面 G-226 の上 D 138.0 25.0 9.5 - - - - 193.4

0416 G 面 G-232 の上 D 138.0 25.0 9.5 - - - - 182.2

0417 G 面 G-232 の上 D　 135.0 25.0 9.5 - - - - 214.5 336

0418 G 面 G-232 の上 D　 138.0 25.0 9.5 - - - - 207.8 337

0419 G 面 G-206 の上 D 138.0 25.0 9.5 - - - - 205.5

0420 G 面 G-206 の上 D 156.0 18.0 18.0 2.5 25.5 - - 179.2

0421 G 面 G-206 の上 D 115.5 19.0 18.0 1.0 30.0 - - 186.5

0422 G 面 G-206 の上 D　 140.0 18.0 18.0 3.0 30.0 - - 211.2 333

0423 G 面 G-152 の上 D 105.5 18.0 19.0 2.0 30.0 - - 171.3

0424 G 面 G-188 の上 D　 139.0 25.0 9.5 - - - - 206.1 331

0425 G 面 G-073・074 の間 D 137.0 23.5 9.5 - - - - 196.2

0426 G 面 G-071 の上 E 138.0 25.0 9.5 - - - - 206.3

0427 G 面 G-074 の上 E (118.0) 18.0 15.5 (2.5) 28.0 - - 180.1 351

0428 G 面 G-029 の上 E (98.0) 15.5 14.0 - - - - 209.2 349

0429 G 面 G-073 の上 E 91.5 18.0 18.0 2.0 32.5 - - 155.8 350

0430 G 面 G-192・193 の間 D 136.0 22.0 9.5 - - - - 210.9

0431 G 面 G-192・193 の間 D 137.0 25.0 9.5 - - - - 159.4

0432 G 面 G-088 の上 D　 136.0 25.0 9.5 - - - - 204.3 325

0435 G 面 G-051 の上 E 139.5 25.0 9.5 - - - - 134.7

0436 G 面 G-026 の上 E 132.0 22.5 6.5 - - - - 97.9 端部欠損

0437 G 面 G-082 の上 E 116.0 25.0 9.5 - - - - 133.5 352

0439 G 面 G-076 の上 D 138.0 25.0 9.5 - - - - 142.1

0440 G 面
G-105・106 の間 (上
部 )から外れて間

に落下
D 136.0 25.0 9.5 - - - - 193.1

0441 G 面 G-178 の上 D 135.0 24.5 9.5 - - - - 205.9

0442 G 面 G-188 の上 D　 137.5 24.5 9.5 - - - - 214.1 332

0443 G 面 G-138 の上 D (29.0) 22.0 13.0 - - - - 96.2

0444 G 面 G-150 の上 D　 138.0 24.5 9.5 - - - - 165.4 328

0445 G 面 G-073・074 の間 D 137.5 25.0 9.5 - - - - 197

0446 G 面 GH-005 の上 D 133.0 25.0 10.0 - - - - 158.7

0447 G 面 GH-005 の上 D 137.0 25.0 9.5 - - - - 132.8

0469 G 面 G-224 の上 D　 138.5 25.5 9.5 - - - - 200.9 334

0474 G 面
G-263・264 の間か

ら
不明 136.5 25.0 9.5 - - - - 12

0475 G 面 G-289 の上から D　 137.0 25.0 9.5 - - - - 189.2 340

0476 G 面 G-289 の上から D　 (94.0) 22.0 5.5 - - - - 194.9 341

0477 G 面 G-289 の上から D - - - - - - - 183.7

0480 G 面 G-246 の上 D 137.5 24.5 9.5 - - - - 180.3

0481 G 面 G-246 の上 D　 138.5 25.0 9.5 - - - - 186.7 338

0482 G 面 G-247 の上 D　 (110.0) 19.0 18.5 - (35.0) - - 213 339

0484 G 面 G-245 の上 D 137.0 25.0 10.0 - - - - 192.7

0538 G 面 G-319 裏込の上 不明 137.5 24.0 9.5 - - - - 47.2

0539 G 面 G-319 裏込の上 不明 116.0 52.0 12.0 9.0 47.5 - - 107.1
未接合　砕け
ている

0545 G 面 G-302 の上 D　 136.0 18.0 18.0 3.0 28.0 - - 209.8 344

0546 G 面 G-302 の上 D　 126.0 18.5 18.5 3.0 33.0 - - 213.2 345

0547 G 面 G-301 の上 E 139.0 23.0 10.0 - - - - 162.4 353



遺物 
番号

出土位置
分類

法量 (mm) 重さ 
(g)

備考 図
区 石垣 遺構・層位 A Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ a c

0548 G 面 G-301 の上 D　 130.0 18.0 15.5 1.0 32.0 - - 210.6 342

0549 G 面 G-301 の上 D　 120.5 24.5 9.5 - - - - 211.6 343

0556 G 面 G-310 の上 A 126.0 22.0 6.0 - - - - 838 324

0557 G 面 G-333 の上 E 136.0 25.0 9.0 - - - - 183.9

0559 G 面 G-273 の上 E 144.0 17.5 18.0 1.5 29.0 - - 180.4

1207 G 面 G-203 の上 D 136.0 24.5 10.0 - - - - 172.5

0597 HI 角 HI-008 の上から D　 137.0 25.0 10.0 - - - - 135.7 390

0598 HI 角 HI-008 の上から D　 136.0 22.0 9.5 - - - - 111.3 391

0599 HI 角 HI-008 の上から D　 (54.0) - - - - - - 75.3 388

0600 HI 角 HI-008 の上から D　 138.0 24.0 9.5 - - - - 66.8 389

1206 HI 角 HI-007 の上 D　 137.5 25.0 9.5 - - - - 72 387

1344 HI 角 HI-009 の上から A (138.0) 24.0 7.0 - - - - 695 386

0448 HI 角 HI-004 の上 D 137.0 25.0 11.0 - - - - 115

1203 HI 角 HI-008 の上 D 129.0 18.5 7.5 - - - - 160.3
No.1204 と重
なっている

1204 HI 角 HI-008 の上 D 111.0 26.0 8.5 - - - - 0
No.1203 と重
なっている

1205 HI 角 HI-007 の上 D 106.0 18.0 18.0 2.5 30.0 - - 81.1

1208 HI 角 HI-007 の上 D (76.0) 23.5 7.0 - - - - 95.8

0381 H 面 H-061 の上から D　 139.5 24.5 9.5 - - - - 188.7 371

0382 H 面 H-062 の上から D 140.0 24.0 9.0 - - - - 107.1

0383 H 面 H-062 の上から 不明 139.0 25.0 9.5 - - - - 10.7

0385 H 面 H-053 の上 D　 101.0 18.5 8.5 - - - - 162.4 365

0386 H 面 H-053 の上 D　 138.0 25.0 9.5 - - - - 173 366

0387 H 面 H-058 の上 D　 98.0 19.0 18.0 1.5 35.0 - - 92.9 370

0388 H 面
GH-005 と H-003 の

間
D　 134.0 25.0 9.5 - - - - 209.8 360

0389 H 面 H-001 の横 D 134.0 21.0 8.5 - - - - 83.5
砕けた個体数
点

0390 H 面 H-054・055 間 D　 138.0 24.0 9.5 - - - - 127 367

0391 H 面 H-054・055 間 E 138.0 25.0 9.5 - - - - 162.8 381

0392 H 面 H-008 の上 不明 116.0 21.0 12.0 - - - - 37.1 D 類か

0393 H 面 H-056 の上 D　 94.0 10.5 18.5 1.0 26.5 - - 202.7 369

0394 H 面 H-002 の栗石中 D　 - - - - - - - 180.9 359

0406 H 面
GH-005 と H-003 の

間
D　 136.0 25.0 10.0 - - - - 208.6 361

0407 H 面 H-054 の上 D 136.0 25.0 10.5 - - - - 60.2

0408 H 面 H-055 の上 D　 125.0 14.0 19.5 1.5 31.0 - - 199.6 368

0467 H 面 H-067 の上 E (76) 10.4 10.3 - - 146.3 382

0468 H 面 H-064 の上 D 138.0 24.5 9.5 - - - - 146.7

0473 H 面
H-016・017 の間か

ら
D　 105.0 17.5 18.5 2.0 27.5 - - 129.1 364

0478 H 面 H-069 の上 D　 136.0 25.0 9.5 - - - - 193.6 372

0479 H 面 H-069 の上 D 139.0 25.0 9.5 - - - - 191.8

0485 H 面 HI-006 の上 不明 101.0 35.0 11.5 2.5 40.5 - - 57.4

0486 H 面 HI-006 の上 F 140.0 25.0 9.5 - - - - 84.1 385

0487 H 面 HI-006 の後 不明 114.0 17.5 20.0 1.5 30.0 - - 64.6
未接合　砕け
ている

0488 H 面 H-016 の上から D　 132.0 24.5 9.5 - - - - 202.9 363

0489 H 面 H-014 の上 D　 110.0 18.0 19.5 2.5 29.5 - - 186.9 362

0490 H 面
GH-006 と H-008 の

間
E 137.0 25.0 9.5 - - - - 120.8 357

0540 H 面 角 5段石材間 C　 138.0 25.0 9.5 - - - - 38.6 384

0544 H 面 崩落部 D 134.0 22.5 5.5 - - - - 119.2

0550 H 面 H-021 の上 E 135.0 24.5 9.5 - - - - 128.2

0551 H 面 H-020 の上 D 133.0 24.5 9.5 - - - - 195.3

0552 H 面 H-019 の上 D 126.0 18.0 18.0 2.5 30.0 - - 202.5

0553 H 面 H-019 の上 A ？ 110.0 16.5 18.5 2.5 30.0 - - 295 358

0554 H 面 H-019 の上 D 138.2 25.0 9.5 - - - - 215.5
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0555 H 面 H-019 の上 E 136.0 26.0 10.0 - - - - 181.8

0558 H 面 ホ -H-046 の上 D 139.0 25.5 8.5 - - - - 144.3

0561 H 面
ホ -H-068 の崩落土

の中
E 125.0 17.5 18.0 1.5 31.0 - - 169.4

0562 H 面 H-074 の上 D　 (125.0) 18.5 17.0 1.0 27.5 - - 178.1 377

0563 H 面
H-52 の下（H-053
の上　栗石中）

D 93.0 19.0 11.0 - - - - 155

0564 H 面 ホ -H-062 の上 D (130.0) 24.0 9.5 - - - - 95.3

0575 H 面 前面崩落土 D 135.5 25.0 10.5 - - - - 165.6

0576 H 面 前面崩落土 D 144.0 18.0 18.0 2.5 27.0 - - 138.6

0578 H 面 前面崩落土 E 136.0 16.0 10.0 - - - - 138.7

0579 H 面 前面崩落土 D (115.0) 19.5 10.5 - - - - 152.8

0581 H 面 前面崩落土 D 138.5 26.0 9.5 - - - - 157.3

0582 H 面 前面崩落土 E 136.5 25.0 10.0 - - - - 181.9

0584 H 面 前面崩落土 D 131.0 25.0 9.5 - - - - 62.2

0585 H 面 H-074 と H-073 の間 D　 138.0 25.0 9.5 - - - - 163.5 376

0586 H 面 H-071 の上 D　 126.0 22.0 9.5 - - - - 149.2 373

0587 H 面 H-072 の上 E 117.0 22.0 9.5 - - - - 242.9 383

0588 H 面 H-078 の上から D 137.0 24.5 9.5 - - - - 84.4

0589 H 面 H-078 の上から D 136.0 26.0 10.0 - - - - 101.9

0593 H 面 H-073 の上 D　 135.0 25.0 10.0 - - - - 215.6 374

0594 H 面 H-073 の上 D　 137.0 25.0 9.5 - - - - 205.4 375

0595 H 面 H-073 の上 D 136.0 26.0 9.5 - - - - 161.1

0596 H 面 H-073 の上 D 127.0 23.5 11.0 - - - - 206.9

1201 H 面 H-074 の上 D 118.0 21.5 8.5 - - - - 133.7

1202 H 面 H-074 の上 D 136.0 22.0 9.0 - - - - 96.8

1209 H 面 前面崩落土 D 131.0 19.5 12.0 - - - - 175.9

1215 H 面 前面崩落土 D 138.0 23.0 10.5 - - - - 98.3

1216 H 面
H-081 の下から（根

石）
D　 (58.0) 17.0 10.5 - - - - 153.8 破片あり 378

1217 H 面 H-094 の上 D 134.0 18.0 19.0 2.0 31.0 - - 100.9

1218 H 面 H-093 の上 D　 (119.0) 20.0 10.0 - - - - 138.1 379

1219 H 面
H-092 の下から（根

石）
D 135.0 19.5 10.0 - - - - 66.8 未接合

1301 H 面 H-024・025 間 E 134.0 25.0 10.0 - - - - 227.5 380

1305 H 面 H-084 の上 D (135.0) 23.0 11.0 - - - - 78.5
未接合　細か
く砕けている

0577
H 面
前面

崩落土 E (124.0) 22.0 9.5 - - - - 196.6 403

0580
H 面
前面

崩落土 D　 116.0 19.5 9.5 - - - - 189.3 399

0583
H 面
前面

崩落土 E (134.0) (24.5) (28.0) - - - - 198.8 404

1210
H 面
前面

崩落土 D　 - - - - - - - 206.1 398

1211
H 面
前面

D　 125.0 18.0 10.0 - - - - 206.7 397

1212
H 面
前面

崩落土 D　 110.0 23.0 9.5 1.0 9.0 - - 165 400

1213
H 面
前面

崩落土 D　 137.0 22.0 7.0 - - - - 199.3 401

1214
H 面
前面

崩落土 D　 105.0 49.5 19.0 5.5 46.0 - - 82.4 402

0449 IH 角 IH-005 の上から 不明 137.5 25.0 9.5 - - - - 107.1

0450 I 面 I-018 の上 D　 136.0 24.0 8.5 - - - - 175.2 393

0451 I 面 I-027 の上 D　 (93.0) - - - - - - 108.1 394

0452 I 面 HI-003 の上 不明 - - - - - - - 95.1

0453 I 面 I-013 の上 不明 139.0 24.5 9.5 - - - - 60.3
未接合　細か
く砕けている

0454 I 面 I-021 の上 D - - - - - - - 173
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0455 I 面 I-021 の上 不明 130.5 16.5 7.5 - - - - 42.7
未接合　細か
く砕けている

0456 I 面 I-029 の上 D ？ (65.0) (18.0) (11.0) - - - - 76.1 392

0457 I 面 I-029 の上 不明 124.0 16.5 8.5 - - - - 27

0466 I 面
I-051 の上（I-11

隣り）
D 133.5 21.5 9.5 - - - - 73.1

0470 I 面 I-039 の上 D　 135.0 20.0 9.5 - - - - 116.7 395

0471 I 面 I-039 の上 D　 133.0 20.0 8.0 - - - - 126.4 396

0472 I 面 I-053の上（I-20横） D - - - - - - - 113.3

0590 I 面
HI-007 と I-044 の

間
不明 135.0 19.5 9.5 - - - - 97.1

未接合　細か
く砕けている

0591 I 面 I-046 の上から D (76.0) - - - - - - 103.6

0592 I 面 I-046 の上から D (89.0) - - - - - - 43.6




